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アルフレッド・リード

Alfred Reed
（1921-2005）

アメリカの作曲家・指揮者。吹奏楽の分野で200曲以上の作

品を残し、「吹奏楽の神様」「吹奏楽の父」と称される。偉

大な足跡を多く残したリードの一番の功績は、吹奏楽をブラ

スバンドからウィンドオーケストラという構成に変え、シン

フォニックな音楽を演奏するという形を作り上げたことであ

ろう。彼の音楽は、親しみやすく心を打つメロディ、安定し

た温かいサウンドが特徴とされる。

リードは1921年1月25日、ニューヨークのマンハッタンで生

まれた。10歳からトランペットを、15歳から作曲を学び、高

校卒業後は放送局の作曲・編曲・副指揮者となる。1942年か

ら第529陸軍航空軍バンドに配属され、副指揮者として活躍。

除隊後の1946年にジュリアード音楽院に入学、作曲をジャン



ニーニに師事した。1948年からラジオやテレビの音楽番組の

制作にあたり、1953年にはハンセン出版社に入社、ベイラー

大学で指導や研究を行う。1966年、新設されたマイアミ大学

音楽学部・音楽産業講座に迎えられ、1993年6月に退くまで

27年間にわたり教鞭を執った。その間、1968年にはペルー国

立音楽院から名誉博士号を受けている。

日本との縁も古く、1965年に「シンフォニック・プレリュー

ド」、続いて1970年には「音楽祭のプレリュード」が全日本

吹奏楽コンクール課題曲として取り上げられて人気が高まり、

他の多くの曲も自由曲として演奏されるようになった。1981

年3月には東京佼成ウインドオーケストラの招きで初来日が

実現。以後毎年のように来日し、プロ・アマ吹奏楽団の客演

指揮やクリニックでの指導を行うなど、演奏技術や音楽表現

の向上に広く尽力した。出版された約100曲あまりの吹奏楽

曲のうち、日本の個人や学校・団体から委嘱されて作曲した

曲は22曲にも及び、これらは日本の吹奏楽界にとって大きな

遺産となっている。

生誕100年を迎えた現在でも彼の作品は多くの演奏会プログ

ラムに取り上げられており、世界中の吹奏楽ファンに愛され

続けている。



ブログも随時更新中です！
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